
 

                   日 時   令和５年９月２８日(木) 
                       １０：００～１２：００ 
                   場 所   県立図書館２階多目的ホール 

 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 会長・副会長の選出 

 

 

３ 議  事 

 

（１） 第１３期岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議において審議す

ることが考えられる事項について 

【資料１，２，３，４】 

 

 

 

 

（２） 調査審議の進め方について 

【資料５】 

 

 

 

 

（３） 岡山県内の公民館の現状について 

    【資料６，７，８】 

 

 

 

 

４ そ の 他 

 

 

 

５ 閉  会  

 
岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議 

第１回会議 次第 



番号 氏　  　名 役　　職　　名 選出分野

1 石 原 達 也
特定非営利活動法人岡山ＮＰＯセンター
代表理事

社会教育関係者
（NPO)

2 大 久 保 陽 平
クラモクホールディングス(株)
代表取締役社長

学識経験者
（経済界）

3 奥 村 美 恵
（一社）やかげ小中高こども連合
 地域協働活動コーディネーター

社会教育関係者
（子ども支援）

4 神 田 敏 和 岡山県PTA連合会会長
社会教育関係者

（PTA)

5 木 庭 康 輔 （株）ありがとうファーム代表取締役
社会教育関係者
（障害者支援）

6 熊 谷 愼 之 輔
岡山県公民館連合会会長
（岡山大学学術研究院教育学域教授）

社会教育関係者
（学識経験者）

7 兒 山 幸 玉野市立八浜中学校長
学校教育関係者

（中学校）

8 貞 利 園 美 倉敷市多津美公民館指導員
社会教育関係者

（公民館）

9 白 岩 将 伍 あわくら会館副館長
社会教育関係者

（公民館)

10 中 川 雅 子 岡山県議会議員 学識経験者

11 中 野 留 美 浅口市教育委員会教育長
学校教育関係者

（市町村）

12 平 井 美 佳 （株）山陽新聞社論説委員
学識経験者
（報道）

13 三 船 昌 行 真庭市社会教育委員会議議長 社会教育関係者

14 森 分 志 学 NPO法人だっぴ代表理事
社会教育関係者
（NPO・大学生支

援）

15 安 田 隆 人 高梁市教育委員会社会教育課参事
社会教育関係者

（市町村）

岡山県生涯学習審議会委員及び岡山県社会教育委員

【任期:令和５年７月１０日～令和７年７月９日】

 



番号 役　　職　　名

1 石 原 達 也 特定非営利活動法人岡山ＮＰＯセンター代表理事

2 大 久 保 陽 平 クラモクホールディングス(株)代表取締役社長

3 奥 村 美 恵 （一社）やかげ小中高こども連合地域協働活動コーディネーター

4 神 田 敏 和 岡山県PTA連合会会長

5 木 庭 康 輔 （株）ありがとうファーム代表取締役

6 熊 谷 愼 之 輔 岡山県公民館連合会会長（岡山大学学術研究院教育学域教授）

7 貞 利 園 美 倉敷市多津美公民館指導員

8 白 岩 将 伍 あわくら会館副館長

9 中 川 雅 子 岡山県議会議員

10 中 野 留 美 浅口市教育委員会教育長

11 平 井 美 佳 （株）山陽新聞社論説委員

12 三 船 昌 行 真庭市社会教育委員会議議長

13 森 分 志 学 NPO法人だっぴ代表理事

14 安 田 隆 人 高梁市教育委員会社会教育課参事

欠席１名（５０音順）

事務局出席者

1 田 中 秀 和 教育次長

2 滝 澤 幸 隆 生涯学習課長

3 竹 林 京 子 生涯学習課副課長

4 國 分 優 子 生涯学習課企画推進班長

5 佐 野 俊 貴 生涯学習課社会教育班長

6 井 上 裕 子 生涯学習課主幹

7 畦 田 真 介 生涯学習課社会教育主事（主幹）

8 長 瀬 俊 子
岡山県生涯学習センター振興課長　岡山県公民館連合会事務局
長

岡山県生涯学習審議会委員及び岡山県社会教育委員

氏　　名

第一回会議　出席者名簿



資料１ 

第１３期岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議において 

審議することが考えられる事項 

 

・ 令和５年６月１６日に国の「教育振興基本計画」が閣議決定され、令和５年度から９年

度にかけての教育施策の方向性が示された。「教育振興基本計画」はコンセプトとして、

「持続可能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」

を掲げ、５つの基本的方針と１６の教育政策の目標、基本施策及び指標を示している。 

 

・ 令和４年８月には、中央教育審議会生涯学習分科会において「第１１期中央教育審議会

生涯学習分科会における議論の整理～全ての人のウェルビーイングを実現する、 共に学

び支えあう生涯学習・社会教育に向けて～」がまとめられた。 

 

・ 「ウェルビーイングの実現」は政府方針としても示されており、官民を越えた関心事項

となっており、今後の生涯学習・社会教育のみならず、今後の教育の大きなキーワードと

なっている。 

 

・ ウェルビーイング（Well-being）は、前述の「教育振興基本計画」の中で次のように定

義されている。 

ウェルビーイングとは身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な

幸福のみならず、生きがいや人生の意義など将来にわたる持続的な幸福を含むものであ

る。また、個人のみならず、個人を取り巻く場や地域、社会が持続的に良い状態である

ことを含む包括的な概念である。 

  つまり、ウェルビーイングの実現のためには、「個人」の幸せに加えて、周囲の「場」

が良い状態となっていくことが必要である。 

 

・ 「生涯学習」は個人の生涯にわたる自己実現を図る学習であり、「社会教育」は学びを

通じて「人づくり・つながりづくり・地域づくり」を行い、持続的な地域コミュニティを 

支えている。この両者はウェルビーイングの実現に密接不可分なものである。 

 

・ 「教育振興基本計画」では、目標として「地域コミュニティの基盤を支える社会教育の

推進」が掲げられており、基本的な施策として、公民館等における地域のコミュニティ拠

点機能の強化を図る観点から、公民館等を子供の居場所として活用することや、公民館等

での住民相互の学び合い・交流の促進などが挙げられている。 

 

・ また、先述の「第１１期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理」では、生

涯学習・社会教育が果たしうる役割として、「社会的包摂の実現」が挙げられ、誰一人とし

て取り残すことなく、学習機会を提供することが大切であるとされている。 

 



資料１ 

・ これらのことをふまえ、以下のことを調査審議することが考えられる。 

（テーマ案）全ての人のウェルビーイングの実現に向けた公民館の取組について 

 

・ また、調査審議する視点としては以下の視点が考えられる。 

生涯学習・社会教育の中心的な施設である公民館でどのような取組を行えば、ウェルビ

ーイングの実現につながる個人の幸せや、地域の中の様々な人のつながりをつくること

ができるのか。特に、現在課題となっている子供・若者や障害者に焦点を当てる。 

 



Administrator
テキストボックス
資料２
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100 VUCA

PC Wi-fi

PTA

NPO

Administrator
テキストボックス
資料３
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調査審議の進め方について（案） 

 

 

○ 調査審議は、テーマに関した取組を行っている公民館や公民館関係者に実践発表を行っ

てもらい、その内容から、テーマについて迫っていく。 

 

○ 調査審議の結果は、「議論の整理」という形でまとめる。 

 

今後の予定（案） 

時 期 会 議 審議内容（案） 

Ｒ
５
年
度 

１月頃 第２回会議 ・岡山市公民館 実践発表（案） 

・審議「子どもや若者が集い学び合う場となるための公民

館の取組」 

・第１回の議論の整理 

Ｒ
６
年
度 

５月頃 第３回会議 ・子どもの居場所としての優良事例の実践発表 

・審議「子どもや若者が集い学び合う場となるための公民

館の取組」 

・第１～２回の議論の整理 

９月頃 第４回会議 ・障害者の生涯学習の優良事例の実践発表 

・審議「多様なニーズに応じた公民館による学びの支援」 

・第１～３回の議論の整理 

１月頃 第５回会議 ・障害者の生涯学習の優良事例の実践発表 

・審議「多様なニーズに応じた公民館による学びの支援」 

・第１～４回の議論の整理 

Ｒ
７
年
度 

５月頃 第６回会議 ・審議「議論の整理（案）について」 

 

 

 

 

 



資料６ 

公民館について 

 

・ 公民館は、我が国固有の地域における総合的な社会教育施設で、現在は、住民の生活課

題、地域課題の解決等に寄与することを目的として、一部の都市を除き全国に設置されて

いる。 

 

・ 社会教育法によって、公民館に関する内容は規定されている。公民館の目的は、「公民

館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、学術及び文化に

関する各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生

活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする」（第２０条）とされている。 

 

・ これらの公民館の目的を達成するための事業は、社会教育法第２２条に示されており、

定期講座の開設のほか、討論会や講演会の開催、図書や資料等の整備と利用促進、集会の

開催、各種団体等との連絡調整、公民館施設の提供など、多岐にわたる６項目が挙げられ

ている。 

 

・ 公民館の設置者するのは市町村または一部の法人とされている（社会教育法第２１条）。 

 

・ 公民館は、住民同士が「つどう」「まなぶ」ことで、個人の学びを促進するだけでなく、

地域住民間のつながりを促進し、また、人と人を「むすぶ」ことで、人づくり・地域づく

りに貢献してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲寺中作雄著『公民館の建設－新しい町村の文化施設』より 

 

・ 近年、公民館数は年々減少し、令和３年度には、全国で約 13,200 館となっている。指

定管理者が運営している公民館の割合は増加している。 
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・ 地域の防災拠点としての役割や地域運営組織の活動基盤となる役割など、公民館が求め

られる役割は増えている現状がある。 

 

・ 社会教育への予算の減少により、職員数の減少や主催事業の減少が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和３年度 社会教育統計より） 

 

・ １つの公民館あたりの利用者は平成３０年度まではほぼ横ばいだったが、新型コロナの

影響もあり、令和２年度は減少している。また、利用者の固定化が見受けられるところも

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和３年度 社会教育統計より） 

18591 17805

15420
14454

13275
12334 11795

平成１４年度 平成１７年度 平成２０年度 平成２３年度 平成２７年度 平成３０年度 令和２年度

公民館職員数

13753 14694
16419 15376 15666 15969

9262

0
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15000

20000

平成１３年度 平成１６年度 平成１９年度 平成２２年度 平成２６年度 平成２９年度 令和２年度

１つの公民館当たりの利用者数
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岡山県内の公民館について 

 

・ 県内で公民館を設置している市町村は２６市町村で、残りの１市町村も公民館類似施設

を設置しており、全ての市町村に公民館がある状況となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲社会教育調査（文科省）より作成 

 

・ 公民館数は減少傾向にある（本館数はほぼ横ばい、分館数の減少）。減少の割合は全国

の割合に比べるとかなり緩やかである。 

また、Ｈ３０の公民館実態調査（岡山県公民館連合会実施）によると約３割が複合施設

となっており、特に図書館併設の公民館が増加している。 

▲社会教育調査（文科省）より作成              ▲社会教育調査（文科省）より作成 
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・ 指定管理による公民館数は H27 年度までに減少し、その後はほぼ横ばいとなっている。

指定管理者の内訳は、現在は地縁による団体が３館、会社（民間法人）が１館、その他が

２館となっている（Ｒ３年度現在）。 

 

▲社会教育調査（文科省）より作成 
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・ 公民館職員数は、減少している。専任の常勤職員、兼任の常勤職員、非常勤職員全て減

少しているが、全職員に占める専任の常勤職員の割合は増えている。 

▲社会教育調査（文科省）より作成                 ▲社会教育調査（文科省）より作成 

 

・ 公民館の館長数は、Ｈ２３～Ｈ３０まで減少していたが、Ｒ３年度に増加した。常勤の

館長の割合は増加し、非常勤の館長の割合は減少している。 

▲社会教育調査（文科省）より作成                 ▲社会教育調査（文科省）より作成 

 

・ 公民館主事数は、Ｈ３０まで増加していたが、Ｒ３に減少した。専任の常勤公民館主事

の割合は減少しており、兼任の常勤公民館主事が増加している。 

▲社会教育調査（文科省）より作成                 ▲社会教育調査（文科省）より作成 
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・ 学級・講座数は増加傾向にあったが、Ｒ２

は新型コロナの影響により減少した。 

 

 

 

 

 

 

          社会教育調査（文科省）より作成▶ 

 

・ 対象別学級・講座数は、成人一般対象のものが多い。Ｈ２９は、青少年対象のものより

も、高齢者対象のものが多い状況であった。 

 

▲社会教育調査（文科省）より作成 
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・ 学級・講座数を学習内容別に見ると、趣味・けいこごとの割合が減少し、市民意識・社

会連帯意識の割合が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲社会教育調査（文科省）より作成 

 

・ 利用者数は増加傾向にあったが、新型コロナの影響により、Ｒ２は大幅に減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲社会教育調査（文科省）より作成 
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・ 情報提供の方法は、情報システムネットワーク（ＨＰやＳＮＳ等）を利用しているも

のが増加している。 

▲社会教育調査（文科省）より作成 

 

・ 岡山県内で障害者の生涯学習・生涯教育に関連した

講座を行っている公民館の割合は、８％（２６９館中

２１館）である。（令和５年９月８日現在 ※Ｒ５年度

公民館実態調査による） 

 （内訳） 

  岡山市９、津山市２、玉野市１、備前市１、 

吉備中央町１、倉敷市２、笠岡市１、総社市１、 

高梁市１、里庄町１、矢掛町１ 

 

 

・ 岡山県内の公民館の相互の連絡を密にし、その振興を図るため、岡山県公民館連合会

が組織されている。岡山県公民館連合会では、研修や事業を実施し、公民館の振興に努

めている。 

 

取組を

行って

いる, 

21, 8%

取組を行ってい

ない, 248, 92%
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・ 岡山県公民館連合会の独自の取組として、「公民館職員が選

ぶ！講座アワード」がある。各公民館の特色ある活動事例の紹介

や、公民館相互の交流により、取組の改善・見直しを促進するこ

となどを目的とし、平成２９年度より実施されている。全国的に

も注目度が高い取組となっている。 

 

Ｒ４年度のチラシ→ 

 

 

 

・ Ｒ４年度の文部科学省 第７５回優良公民館表彰では、最優秀館として岡山市京山公

民館が選ばれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲文部科学省ＨＰより 
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参考資料 

生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律（抜粋） 

 

（都道府県生涯学習審議会） 
第10条 都道府県に、都道府県生涯学習審議会（以下「都道府県審議会」という。）を置くこ
 とができる。 
２ 都道府県審議会は、都道府県の教育委員会又は知事の諮問に応じ、当該都道府県の処理す
 る事務に関し、生涯学習に資するための施策の総合的な推進に関する重要事項を調査審議す
 る。 
３ 都道府県審議会は、前項に規定する事項に関し必要と認める事項を当該都道府県の教育委
 員会又は知事に建議することができる。 
４ 前３項に定めるもののほか、都道府県審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、条例で
 定める。 

 

 

岡 山 県 生 涯 学 習 審 議 会 条 例 
（設置） 
第１条 生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律（平成２年法律第７１
 号）第１０条第１項の規定により、岡山県生涯学習審議会（以下「審議会」という。）を置
 く。 
（組織） 
第２条 審議会は、委員２５人以内で組織する。 
（委員） 
第３条 委員は、生涯学習に関し識見を有する者のうちから、知事の意見を聴いて、教育委員 
 会が任命する。 
２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
３ 委員は、再任されることができる。 
（会長及び副会長） 
第４条 審議会に、会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 
２ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 
（専門委員） 
第５条 審議会に、専門の事項を調査させるため必要があるときは、専門委員を置くことがで 
 きる。 
２ 専門委員は、当該専門の事項に関し学識経験のある者のうちから、知事の意見を聴いて、 
 教育委員会が任命する。 
３ 専門委員は、会長の命を受け、専門の事項を調査する。 
４ 専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。
（部会） 
第６条 審議会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。 
２ 部会に属すべき委員及び専門委員は、会長が指名する。 
３ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によりこれを定める。 
４ 部会長は、部会の事務を掌理する。 
５ 部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指名する委 
 員がその職務を代理する。 
（会議） 
第７条 審議会の会議は、会長が必要に応じて招集し、会長が議長となる。 
２ 審議会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。 
３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ 
 による。 
４ 前３項の規定は、部会に準用する。 
（庶務） 
第８条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において行う。 
（その他） 
第９条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、審議会が定める。 
 
 附則 この条例は、平成１３年１月６日から施行する。 
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社 会 教 育 法 （ 抜 粋 ） 

（審議会等への諮問） 
第13条 国又は地方公共団体が社会教育関係団体に対し補助金を交付しようとする場合には、
あらかじめ、国にあつては文部科学大臣が審議会等（国家行政組織法（昭和23年法律第120
号）第８条に規定する機関をいう。第51条第３項において同じ。）で政令で定めるものの、
地方公共団体にあつては教育委員会が社会教育委員の会議（社会教育委員が置かれていな
い場合には、条例で定めるところにより社会教育に係る補助金の交付に関する事項を調査
審議する審議会その他の合議制の機関）の意見を聴いて行わなければならない。 

 

（社会教育委員の設置） 
第15条 都道府県及び市町村に社会教育委員を置くことができる。 
２ 社会教育委員は、教育委員会が委嘱する。 
 
（社会教育委員の職務） 
第17条 社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、次の職務を行う。 
 一 社会教育に関する諸計画を立案すること。 
 二 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述べるこ
と。 

 三 前２号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。 
２ 社会教育委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べることができる。 
３ 市町村の社会教育委員は、当該市町村の教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関する
特定の事項について、社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係者に対し、助言と指
導を与えることができる。 

（社会教育委員の委嘱の基準等） 
第18条 社会教育委員の委嘱の基準、定数及び任期その他社会教育委員に関し必要な事項は、
当該地方公共団体の条例で定める。この場合において、社会教育委員の委嘱の基準につい
ては、文部科学省令で定める基準を参酌するものとする。 

 

岡山県社会教育委員の委嘱の基準、定数及び任期に関する条例（抜粋） 
（委員の委嘱の基準） 
第２条 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並び
に学識経験のある者のうちから、岡山県教育委員会が委嘱する。 

（委員の定数） 
第３条 委員の定数は、15名以内とする。 
（委員の任期） 
第４条 委員の任期は、２年とし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、岡
山県教育委員会は、特別の事情があると認めたときは、委員の任期中でも解嘱することが
できる。 

 附則 この条例は、平成26年４月１日から施行する。 
 

岡山県社会教育委員の会議に関する規則 
(趣旨) 
第１条 この規則は、岡山県社会教育委員(以下「委員」という。)をもつて構成される岡山県
社会教育委員の会議(以下「会議」という。)の運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

(会議) 
第２条 会議に、議長及び副議長各一名を置き、委員の互選により定める。 
２ 議長及び副議長の任期は、委員としての在任期間とする。 
３ 議長は、会議を主宰する。議長に事故があるとき、又は欠けたときは、副議長がその職務
を代理する。 

第３条 会議は、議長が必要に応じて招集する。 
２ 委員の過半数が出席しなければ会議を開き、議事を決することができない。 
３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。 
(専門部会) 
第４条 会議に、議長が指名する委員をもつて構成する専門部会(以下「部会」という。)を置
くことができる。 

２ 部会は、会議から付託された事項の調査及び審議を行う。 
３ 部会に部会長及び副部会長を置き、部会に属する委員のうちから互選により定める。 
４ 部会長は、部会を招集し、主宰する。 
５ 部会長に事故のあるとき又は欠けたときは、副部会長がその職務を代理する。 
(事務) 
第５条 会議に関する事務は、教育庁生涯学習課においてつかさどる。 
(その他) 
第６条 この規則の施行に関し必要な事項は、議長が別に定める。 
附 則 
1 この規則は、平成９年４月１日から施行する。 
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岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議 会議傍聴要領 

 

 

 岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議は、「審議会等の設置及び運営

等に関する指針」の趣旨に則り公開いたします。会議傍聴上の留意事項は次のとおりで

すので、よくお読みください。 

 

１ 会議の公開 

  会議は原則として公開ですが、会長が認めた場合は、非公開となります。 

 

２ 傍聴の手続 

（１）傍聴を希望される方は、開議前に傍聴受付簿に氏名、住所を記入しなければなり 

   ません。 

（２）会議室の状況により傍聴人数の定員を設定します。傍聴の受付は、先着順で行い、 

   定員になり次第、受付を終了します。 

    なお、報道関係者で会長が認めた場合は、定められた傍聴人数とは別に傍聴す 

   ることができます。 

 

３ 傍聴できない方 

  傍聴人は、係員の指示に従い傍聴席に入場してください。ただし、次の各号のいず 

 れかに該当する場合は、傍聴することができません。 

（１）酒気を帯びていると認められる場合 

（２）会議の妨害となると認められるものを携帯している場合 

（３）その他会議の公正又は円滑な運営を妨害するおそれがあると会長が認めた場合 

 

４ 傍聴される方に守っていただきたいこと 

  傍聴される方は、次のことをしてはいけません。 

（１）みだりに傍聴席を離れること。 

（２）飲食すること。 

（３）私語、談話、拍手等をすること。 

（４）議事に批評を加え、又は意見を表明すること。 

（５）許可なく写真を撮影し、録音その他これらに類する行為を行うこと。 

（６）携帯電話用装置その他の無線通話装置を使用しないこと。 

（７）その他会議の妨害となるような行為をすること。 

 

５ 違反に対する措置及び退場 

  上記に違反したときは、直ちにその行為を中止させますが、その命令に従わないと 

 きは、当該傍聴人を退場させます。 

  上記退場を命じられた場合や、会議を非公開とする議決があったときは、速やかに 

 退場しなければなりません。 

 

６ その他 

  上記のほか、会議の傍聴に関し、別に指示があったときは、それに従ってください。 
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傍 聴 受 付 簿 

                                      期日：令和２年９月１日 

                                      場所：岡山県庁分庁舎６０１共用会議室 

 

  氏  名   

 

    住           所     

 

 備   考  
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岡山県生涯学習審議会及び岡山県社会教育委員の会議 

議事運営等に関する申し合わせ事項         

 

 

１ 議事運営について 

 

（１）会議は公開とする。ただし、会長が認めたときは非公開とすることがで 

 きる。 

 

（２）審議の経過及び結果の発表が必要な場合は、会長又は会長の指名する者が 

   行う。 

 

 （３）会長は、必要があると認めるときは、会議に関係者等を招き、意見の開 

    陳又は説明を求めることができる。 

 

２ 議事要旨について 

 

 （１） 議事要旨は公開とし、後日県のホームページに掲載する。 

 

 


